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本学が加盟する“The Association of East Asian 
Research Universities（AEARU）”（東アジア研究型




















































まり，“Higher Education for Innovation”について
活発な議論が行われた。
 （研究国際部）
台湾・清華大学でAEARU “28th Board of Directors Meeting” および
“Presidents’Forum” が開催
AEARU第28回理事会で発言する松本総長 “Presidents’Forum” に集まった学長・副学長
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３月26日（土）・27日（日），
法学研究科大会議室におい
て「先端生命科学・医学研
究における倫理ガバナン
ス」プロジェクト（科研費基
盤（B）位田隆一法学研究科
教授研究代表）による国際
ワークショップ（英語）を開
催した。
シンガポール国立大学のLeonardo DE CASTRO
教授，Terry KAAN教授，ソウル大学のOck-Joo 
KIM教授を迎え，わが国での倫理ガバナンス構築
に向けたステップとして，国内の研究者13名ととも
に自らの知見や経験を交えつつ，倫理審査体制や倫
理ガバナンスシステムの新たな課題などについて活
発に議論を行った。
今回は東日本大震災直後のため，急遽「自然災害
と生命倫理」セッションを立て，災害と救援につい
て生命倫理の観点から討論を行い，以下の「連帯と
支援の京都声明」を採択した。
連帯と支援の京都声明
2011年３月26日と27日に京都大学で開かれた「生
命科学・医学の生命倫理ガバナンス」国際ワーク
ショップに参加した下記に署名するわたしたち研究
者グループは，2011年３月11日に東日本地方で発生
した地震と津波によって被災した人々に連帯と支援
を表わすために，次の声明を採択した。
私たちは，東日本地方に起こった大地震と天を衝
くような津波という二重の災害の悲惨な衝撃と結果
と，それに伴って起こった福島原子力発電所の事故
に対して深く懸念し，また，そこできわめて多くの
人命が失われ，これらの地域に生きる人々やコミュ
ニティの物理的社会的インフラに壊滅的な影響を与
えている報に接し，深い悲嘆の念を抱いている。
この状況の中で，私たちが今回のワークショップ
をあえて予定通り開催することにしたのは，日本の
古都である京都がこの未曽有の災害にもかかわらず
正常に活動していることを見せようという決意の印
であり，また，これまで1995年の阪神淡路大震災を
はじめさまざまな災害を乗り越えてきたように，日
本人が堅固な意思とエネルギーをもって，世界中か
らの心のこもった支援を受けて，このたびの困難な
状況に屈することなく復興しようとしていることを，
アピールするためであった。
私たちは，悲惨な状況の中で立ち上がり復興を遂
げようと努力している被災者の人々に精神的な支援
を送るにあたって，生命倫理が重要な役割を担うこ
とを確信している。
したがって，私たちは，このたびの大地震とそれ
に続いて起こった天を衝くような津波の犠牲になっ
た人々とその家族に深い哀悼の意を表するとともに，
冷たい気候の中で満足のいく住まいや暖房，物資や
基礎的な生活条件を欠いている被災者の人々に必要
で十分な救援が早く届くことを心より願っている。
私たちは，荒廃した地域で疲れを知らぬかのよう
に救助救援活動に携わる人々の，そしてとりわけ医
療従事者たちの努力と成果に深く感謝し称賛を送り
たい。
私たちは，今も元の場所で暮らしを続けまたは避
難生活を送っている被災者の人々，そしてこの地方
で被災した親戚や友人の安否や生活を気遣う人々に，
私たちの連帯と支援を表わしたい。
そして，私たちは，復興の核となるのは家族であ
りコミュニティであって，人と人の絆はつねに日本
人の生活の礎であり，それがあってこそ日本人のひ
とりひとりが，またみんなが，連帯の精神に励まさ
れ力を得て，一つになってこの惨禍を乗り越えるこ
とができることを信じている。
私たちは，日本人が，これまで地震や津波がある
たびに見せてきたように，その比類なき意思と勇気
によって，その深い悲しみを克服し，この災害を乗
り越えると確信し信頼している。
国際ワークショップ「生命倫理ガバナンス」を開催し，東日本大震災への
「連帯と支援の京都声明」を採択
討論する位田教授
討論の様子
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その上で，私たちは，日本が，この災害を乗り越
えるにあたって示した尊厳と不屈の精神と忍耐とそ
して連帯を通して，世界中に一つの範を示してくれ
るであろうことを，強く信じるものである。
2011年３月27日　京都にて
デカストロ・レオナルド（シンガポール／フィリピ
ン），チャルマーズ・ドナルド（オーストラリア），ファ
ン・チィエンテ（台湾），カーン・テリ （ーシンガポー
ル），キム・オクジョ （ー韓国），ジュン・イチェン（台
湾），市川家國（東海大学），位田隆一（京都大学），
岩江荘介（医薬基盤研究所），神里彩子（東京大学），
加藤和人（京都大学），川村　孝（京都大学），楠瀬ま
ゆみ（ペンシルバニア大学），松下京子（京都大学），
森崎隆幸（国立循環器病研究センター），武藤香織（東
京大学），野島久美恵（放射線医学総合研究所），佐
藤恵子（京都大学），鈴木美香（京都大学），玉井真理
子（信州大学）
 （大学院法学研究科）
このたび，近
こんどう
藤良
よし
夫
お
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
訃報
近藤良夫先生は，４月１日
急性呼吸不全のため逝去さ
れた。享年87。
先生は，昭和20年京都帝国
大学工学部冶金学科を卒業，
特別研究生，助教授を経て，
同36年教授に就任，冶金反応
及び操作講座を担任された。昭和62年停年により退
官され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。こ
の間，昭和52年４月から同54年３月まで京都大学評
議員として，また，同58年４月から同60年３月まで
工学部長および京都大学評議員として，大学の管理
運営に貢献された。
本学退官後は，平成４年から日本品質管理学会会
長，同６年から国際品質アカデミー会長，同９年か
ら国際品質アカデミー理事長を務められた。
先生は製錬工学，中でもミネラルプロセシングや
冶金反応工学に関する研究において優れた先駆的研
究業績を残され，米国鉱山冶金学会EMD科学賞を
受賞されるなど，わが国当該分野の発展に大きく貢
献された。同時に工学部学生に対する統計的手法教
育の重要性に着目され，研究分野を品質管理から「品
質と動機付け」研究分野にも発展展開された。ご退
職後は，先進国はもとより発展途上国での人材の教
育育成に生涯を捧げられ，全世界の品質管理分野に
多大の貢献をされた。主な著書に『技術者のための
統計的方法』，『品質とモチベーション』等がある。
また，日本鉱業会，日本品質管理学会，国際品質
アカデミー，米国品質協会，京大学士山岳会等の会
長，理事長，名誉会員等の要職を歴任された。これ
ら一連の教育研究活動，学界活動により，平成12年
勲二等旭日重光章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
近藤　良夫　名誉教授
国際ワークショップの様子
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
